
令和４年度 大津市介護人材確保連携会議 次 第 

 

日 時：令和５年３月９日（木）  

                  午前９時３０分～ 

              場 所：市民文化会館多目的ホール 
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４  連絡事項 
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令和４年度 介護人材確保事業の進捗状況について 

 

介護サービス事業所や介護保険施設の整備に伴い、介護人材の確保が全国的な課題となってい

ることから、第８期大津市高齢者福祉計画・介護保険事業計画における取組のひとつとして介護

人材の確保を位置づけ、令和３年度から市独自の事業に取り組んでいる。介護人材の確保には、

即効性のある施策はなく、市独自の事業を地道に継続していくことが必要であり、ひとつに絞ら

ず多様な施策を展開していくことが重要と考えている。令和４年度は、前年度の事業を継続する

ことに加えて、新たな事業を実施するなど、さらに事業を拡大して推進してきた。 

 

＜ 事業概要 ＞ 

１ おおつ介護事業所オンラインセミナー（令和３年度から継続事業） 

（１）目 的 

介護職員の人材育成や業務の改善につながる知識が修得できる専門家のセミナーをオン

ライン形式で実施し、働きやすい職場づくりや職員のスキルアップを促進することにより、

介護職員の職場への定着につなげることを目的とする。 

 

（２）実施状況 

① 令和３年度  

 開 催 日 内   容 参加者数 

１ 令和３年１０月１８日（月） コミュニケーションスキル・接遇向上  ３６名 

２ 令和３年１１月２５日（木） メンタルヘルス  ２５名 

３ 令和３年１２月２１日（火） 外国人介護人材基礎知識１  １０名 

４ 令和４年 １月２１日（金） 外国人介護人材基礎知識２   ７名 

５ 令和４年 ２月２４日（木） チームマネジメント  ４３名 

６ 令和４年 ３月２３日（水） 労働規約、就業規則等のルール作り  ２１名 

※時間はいずれも 13：40～15：40 １４２名 

                                    （平均２４名） 

② 令和４年度  

 開 催 日 内   容 参加者数 

１ 令和４年 ６月２８日（火） 報・連・相と介護記録の正しい書き方  ４９名 

２ 令和４年 ７月２６日（火） 認知症の基礎的理解と利用者・家族への対応  ４０名 

３ 令和４年 ８月２５日（木） ストレスへの耐性を身につける方法  ３４名 

４ 令和４年 ９月２８日（水） 介護事業所での看取りについて  ３１名 

５ 令和４年１０月２７日（木） 人を育てる研修計画の策定  ３６名 

６ 令和４年１１月１８日（金） 介護事業所のＩＣＴの導入について  ４１名 

※時間はいずれも 13：40～15：40 ２３１名 

（平均３９名） 

  （３）事業の評価 

令和３年度の事業実施後の事業所アンケートを踏まえて、希望の多かった内容を中心に令和

４年度の内容をプログラムしたことで、参加者数の増加につながったと思われる。事業所にお

ける新型コロナウイルス感染症対応もあり、オンラインによる実施方式を評価する声が多かっ

た。 

資料 １ 
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（４）今後の方向性 

令和５年度については、継続してオンラインセミナーを実施していくこととするが、テーマ

選定にあたっては、介護現場が望む実務に近い内容となるよう、アンケート結果等を反映する

ことや、国の動向等も踏まえて検討していくこととしたい。 
 

 

 

  



       令和４年度大津市介護人材確保連携会議 

- 3 - 
 

２ おおつ介護に関する入門的研修（令和３年度から継続事業） 

（１）目 的 

介護に関わりがなかった人や介護の未経験者が、介護に関する基本的な知識を身につけると

ともに、基本的な技術を学ぶことができる介護入門的研修（基礎講座）を開催し、介護分野へ

の関心を高め、介護に取り組む不安を取り除くことにより、介護分野への参入のきっかけや、

多様な人材の参入促進につなげることを目的とする。 

（内容：基礎講座「介護に関する基礎知識」「介護の基本」各 1.5 時間） 

 

（２）実施状況 

  ① 令和３年度 (定員２０名) 

 エリア 開 催 日 会  場 参加者数 

１ 中 部 令和４年１月１１日（火） 市役所別館大会議室  １８名 

２ 北 部 令和４年１月１６日（日） 北部地域文化センター  ２６名 

３ 南 部 令和４年２月１３日（日） 生涯学習センター  ２８名 

４ 南 部 令和４年２月２６日（土） 生涯学習センター  ２９名 

５ 北 部 令和４年３月 ５日（土） 北部地域文化センター  ２２名 

６ 中 部 令和４年３月 ８日（火） 市役所別館大会議室  ２７名 

※時間はいずれも 13:00～17:00 １５０名 

 

② 令和４年度 （定員３０名） 

 エリア 開 催 日 会  場 参加者数 

１ 南 部 令和４年 ６月３０日（木） 生涯学習センター  ３２名 

２ 中 部 令和４年 ７月２１日（木） 市民文化会館  ２５名 

３ 北 部 令和４年 ８月２７日（土） 北部地域文化センター  ２２名 

４ 北 部 令和４年１１月１９日（土） 北部地域文化センター   ３名 

５ 中 部 令和４年１２月１１日（日） 市役所別館大会議室  １９名 

６ 南 部 令和５年 １月２８日（土） 生涯学習センター  １３名 

※時間はいずれも 13:00～17:00 １１４名 

 

講義後には、滋賀県介護・福祉人材センター（県内唯一の厚生労働省の許可を得た介護・福

祉専門の無料職業紹介所）の協力を仰ぎ、介護分野への就労支援情報等を受講者に案内し、同

センターの資料請求や人材登録につながっている。 

   

（３）事業の評価 

アンケート結果によると「家族の介護のため」「介護の仕事に興味がある」「自分の将来のた

め」など受講の動機は多岐にわたるが、受講者から「介護保険制度や大津市の介護サービスにつ

いて理解できた」「現場で仕事をされている講師の話は説得力があり、介護に対する思いが伝わっ

た」といった声が寄せられている。 

参加者数は、実施日によって増減があり、エリアでの開催間隔、実施時期、土日平日の割合、

当日の欠席者数などを検証して、次年度の日程や応募要領を定めていきたい。  

現時点の集計であるが、参加者で、「介護の仕事をしたいと思った方」が２２名、滋賀県介護・

福祉人材センターへの求人登録の希望者が５名、同センターの資料送付の希望者が４５名おられ

たことから、介護業界での就職を考えるひとつのきっかけとなっている。 
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（４）今後の方向性 

裾野を広げていくということからも、継続的に実施していくが、参加者からは、今回の受講を

機に、さらに「ステップアップしたい」、「入門的研修をすべて受講したい」という要望もあり、

これまで同じ内容を６回開催していたが、次年度は２本立てとして、基礎講座の開催と並行し

て、入門的研修資格が取得できる内容の講座を新たに開催し、より介護の仕事を意識して、就職

につながる内容となるように検討してきたい。 
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３ （令和４年度新規事業）業務改善等コーディネーター派遣事業 

（１）目 的 

介護事業所の業務改善や職場環境改善の取り組みを支援することにより、介護職がより働きや

すい職場環境を構築し、介護職員の職場定着を促進することを目的とする。 

 

  （２）実施方法 

    介護事業所等に、介護職員の定着につながる業務改善の支援を受けたい項目を例示して案内を 

行い、応募があった事業所から６事業所を選定し、支援項目に見合った専門家を派遣（原則３回） 

することにより、各事業所の課題解決を図る。 

 ＜支援項目（例）＞ 

 ① 労務管理（就業規則、賃金体系、人事考課、労働時間等） 

 ② 法令実務（雇用契約、コンプライアンス等） 

 ③ 職員育成（研修計画、リーダー育成等） 

 ④ 職場環境（魅力ある職場づくり、ハラスメント防止、職場のマネジメント等） 

 ⑤ ＩＣＴ（ＩＣＴの導入、利活用方法等） 

 ⑥ 処遇改善加算等の実務 

⑦ その他業務効率のために必要な項目 

 

（３）実施状況 

 

 事業種別 内 容 業務改善指導職種 

１ 訪問系事業所 処遇改善のための就業規則見直し 

社会保険労務士 

２ 有料老人ホーム 労働条件の見直し、業務継続計画（ＢＣＰ）策定 

３ 通所系事業所 キャリアアップのための就業規則見直し 

４ 訪問系事業所 労働条件の見直し 

５ 老人保健施設 効果的な求人方法、職員定着方策 

６ 通所系事業所 処遇改善のための就業規則見直し 

 

  （４）事業の評価 

    新規事業であり、事業者が、どのような内容の支援を要望されるか注目していたが、事業

者は、ICT 関連のような構想や計画的なものより、実際の実務に関する事項について業務改

善したいという課題が多かった。現在、事業実施中であるが、完了時には、各事業所の業務

改善の成果について、派遣した専門家（社会保険労務士）からの評価を受けて、とりまとめ

を行う。 

    

（５）今後の方向性 

   本年度新たに始めた事業であり、次年度も継続的に実施するが、今回の事業所における業

務改善の成果を次回応募の際に改善事例として提供し、事業イメージを持ってもらえるよう

に工夫していきたい。選定する事業所数については、さらに多くの事業所が活用できるよう

に事業の拡充を図る。 
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４ （令和４年度新規事業）おおつ介護人材確保・定着総合補助金事業 

（１）目 的 

介護人材の確保や定着のため、職員の処遇改善、職場環境の改善等に取り組む経費に対し

て、助成を行うことにより、介護サービス事業所等が実施する介護職員の参入促進方策や職

員の就労継続に資する方策を支援する。 

 

 （２）内 容 
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 （３）令和４年度事業実績（令和５年３月８日現在）と評価 

  ① 介護人材確保補助金 43 法人 4,093 千円 

  ② 介護人材定着補助金 41 法人 3,967 千円 

  ③ 就職支援給付金（就労継続奨励金、就労定着支援金） 57 人 6,420 千円 

  ④ 介護職キャリアアップ促進給付金 25 人 750 千円 

   新規事業として 10/1 に開始（4/1 実施分から対象）したが、事業開始当初より事業者からの

問い合わせや申請が多く、一定の事業実績があったと考えている。  

 

（４）今後の方向性  

  単年度の補助金交付基準により実施した施策であるが、事業実績を踏まえて、次年度以降も 

現在の事業規模を維持して継続を目指すとともに、介護人材の確保、定着という目的に沿って 

対象事業の追加や見直し等の検討を行っていきたい。 

 

 

５ （令和４年度新規事業）学校向け出前講座事業 

（１）目 的 

 介護職への就職や人材の定着のためには、早期の段階より、介護職の社会的意義の理解や、

社会的地位の向上に取り組むことが重要であり、中学校学習指導要領の改訂（家庭科）で、介

護など高齢者との関わり方について理解することが規定されたことを契機に、中学生に対して

介護の仕事を身近に感じ、興味や関心を持ってもらうため、介護現場で実際に勤務されている

介護職員を中学校に外部講師として派遣し、高齢者への接し方や介護の基本的な知識、仕事の

魅力などを伝えることを目的とする。 

 

（２）令和４年度の取組状況 

① 教育委員会（学校教育課）との協議 

② 中学校技術・家庭科部会長との協議 

③ 教育委員会、技術・家庭部会の代表者とのプロジェクト会議（モデル校の選定） 

④ 中学校から教育委員会（学校教育課）へ申込 → 事業所・施設整備室へ 

⑤ 講師選定について、大津市社会福祉協議会に相談 

⑥ 大津市社会福祉協議会施設連絡会において担当施設（講師）の選定  

⑦ 実施中学校、担当施設、大津市社会福祉協議会、事業所・施設整備室で打ち合わせ 

⑧ 学校向け出前講座実施 

⑨ 振り返り 

 

（３）実施状況 

① 仰木中学校 

ア 実施日  

   Ｒ４ 11/30（水）12/1（木）、12/5（月）、12/8（木） 

   １年生（５クラス）の家庭科の授業（50分）で実施（12/5 は２クラス続けて実施） 
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イ 会 場 

仰木中学校 被服室 

 

ウ 講 師 

   特別養護老人ホーム 真野しょうぶ苑 各授業２名ずつ 日によって実習生が参加 

○入口の案内 

 

○授業風景 

 

 ② 青山中学校 

ア 実施日 

     Ｒ５ 1/27（金） 

 ２年生（５クラス）のキャリア学習（３、４時間目 学年集会形式）として実施 

 

イ 会 場  青山中学校 体育館（武道館も併用） 
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ウ 講 師 

   特別養護老人ホーム桐生園、特別養護老人ホームアシタバの合同チーム 

大津市社会福祉協議会                   計 １２名 

     

エ 実施内容  

５クラス１４６名を３０組（５人１組）に分け、１０組１グループが３つの体験（更衣 

介助、杖歩行、車イス）をローテーションし、生徒がその都度「分かったこと・気づい 

たこと」、「困ったこと・疑問に思ったこと」、「その他」を付箋に書いて、模造紙に貼付   

する。最後に介護職員から、「困ったこと・疑問に思ったこと」を中心に正しい介助方法

を説明する。 

 

○授業風景 

 

○生徒が体験して困ったこと等を貼付した模造紙 
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（４）事業の評価 

 事業の実施が懸案であったが、教育委員会、中学校、社会福祉協議会、介護施設等、多くの

関係者の協力により、新規事業として実施することができた。今後の継続実施を見据えて、中

学校の学習指導要領に基づき、教育課程の中で実施することを基本としている。教育委員会の

調整で、学校側と充分協議する機会を得られ、学校側の意向を反映することができたと考えて

いる。一方で、施設側が、要望を聞き入れて、柔軟に対応いただいたことでこの枠組みが可能

となった。 

各学校により、状況が異なるが、今年度は、家庭科の授業でクラスごとに実施した事例と、

総合学習として学年集会形式で実施した事例と異なる方式でそれぞれ実施できたことで、結果

として、２つの実施モデルの試行につながった。 

   プロジェクト会議等の実施により、希望する中学校が、教育委員会を通じて学校向け出前講

座事業を申込むという事業の仕組みづくりができた。 

 

（５）今後の方向性  

 早い世代から介護職に関心を持ってもらうことは大事であり、継続していくことが重要であ

ることから、次年度の事業の方向性について、領域別の技術・家庭科部会（1/13）、中学校校長

会（2/22）で説明を行った。 

①実施中学校の拡充 

   令和５年度は、教育委員会の協力で、年度の早い時期から希望する中学校の申込受付を行う。 

   ②授業内容の見直し 

   中学生にとって、より理解しやすい内容となるように、適宜内容の見直しを行う。 
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第９期計画
（Ｒ６～Ｒ８）

中
目
標

財政的支援

令和５年度
【さらなる支援の強化】

令和３年度
 【基盤整備、事業所支援の開始】

令和４年度
【事業の拡充】

財政的支援

仕組みづくり

第８期　大津市高齢者福祉計画・介護保険事業計画　　(Ｒ３～Ｒ５）

介護人材確保事業　実施計画　(第８期計画期間)

市内の介護事
業所に就職する
人を増やすこと
ができる取組み

業務効率化対
策に対する支援

仕組みづくり

介護現場におけ
る負担を軽減す
る業務効率化の
取組を支援

介護職の社会
的な重要性を啓
発し、介護職の
社会的評価を高
める活動

普及・啓発

大
目
標

小
目
標

人材を育て、裾
野を広げる取り
組み

事業所と人材を
つなぐ取り組み

三者（事業者、
利用者・潜在人
材）全方向への
訴求

＜おおつ介護入門的研修＞（R3 ６回 R4 ６回）
介護の仕事に興味がある方へのきっかけづくりとして開催

滋賀県介護・福祉人材センターの就職フェア（年３回 大津ブロック）への協力

＜（Ｒ４新規）介護人材確保・定着総合補助金制度＞
１ 介護人材確保事業補助金・・・介護事業所等が新たに人材を確保のために取り組む経費

２ 介護人材定着事業補助金・・・介護事業所等が介護人材の定着のために取り組む経費

３ 就労継続奨励金・・・新たに介護事業所等に就職した者への奨励金

４ 就労定着支援金・・・新たに介護事業所等に就職し、一定期間定着した者への支援金

５ 介護職キャリアアップ促進給付金・・・働きながら介護福祉士の資格を取得し、継続勤務

している者への給付金

＜（Ｒ４新規）学校向け出前講座＞
介護職の地位向上を図るため、次世代を担う中学生に介護の仕事の重要性や社会的役割

を認識できるよう、教育委員会と連携して、中学校に介護現場職員を外部講師として派遣し、

体験実習を中心に授業を行う

Ｒ４ モデル校 （仰木中、青山中）で実施

Ｒ５ 希望する中学校で実施 （将来的にはすべての中学校を対象）

就職支援給付金（コロナ対策）

＜おおつ介護事業所オンラインセミナー＞
事業所の業務改善や人材育成につながるセミナーを開催し、介護人材の定着を図る。

Ｒ３ ６回 Ｒ４ ６回（Ｒ３の実施後アンケートにより、テーマを再構成して実施） Ｒ５ ６回を基本（ＩＣＴ関係の拡充等、内容を充実）

＜（Ｒ５新規）おおつ介護フェスタ＞
介護の日（11/11）の前後2週間は、重点的に介護

人材確保の啓発をすることとされており、関係機関

と協力して、介護の仕事に対する理解、魅力発信、

就職相談ができる場として市独自のＰＲイベントを

開催する。

＜（Ｒ４新規）業務改善コーディネーター派遣事業＞
介護人材の定着に係る事業所の課題に対して専門家を派遣し、働き続けられる職場づくりを支

援する。 Ｒ４ ６事業者 Ｒ５ 対象事業者拡充

＜おおつ介護入門的研修
（基礎講座3時間）＞

＜おおつ介護入門的研修（全21時間）
＞

就職面接会（商工労働政策
課）への参加

第
８
期
計
画
期
間
に
お
け
る
取
組
を
検
証
し
た
上
で
、
事
業
を
拡
充
し
、
多
様
な
施
策
を
展
開
す
る
。

市独自の介護職の就職フェア（正規、求職
等の制限がない方式） → おおつ介護フェ
スタ内での実施を検討
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令和４年度 大津市介護人材確保連携会議 

 
介護人材確保対策事業 
 令和５年度新規事業 おおつ介護フェスタの開催について  
 

 
１ 目 的 
国では、「介護の日」の前後２週間を「福祉人材確保重点実施期間」として、「様々な啓発

活動を行っていただくよう協力願いたい」と自治体に対して周知がされている。また、市内

の関係団体からも介護に興味関心が持てるイベントの開催について期待されているところ

である。介護人材確保対策事業においては、介護の仕事の PR につながる取り組みをさらに

推進していく必要があることから、関係機関と協力し、介護の仕事に対する理解、魅力発信、

就職相談ができる場として、新たなイベント「おおつ介護フェスタ」を開催し、介護、及び

介護職に対する関心を高め、広く情報発信することを目的とする。 
 

２ 実施イメージ（案） 
（１） 開催日時 令和５年１１月１８日（土） 10：00～15：00 
（２） 開催場所 ブランチ大津京 三角ひろば（大津市二本松１－１）ほか 
（３） 実施方式 各関係団体からの委員で構成する実行委員会方式 
（４） 内 容 

ブーステント設置、ステージ企画、パネル展示、出店誘致、集客用遊具、 
コラボイベント 等 

（５） 広報手段 
市広報、ブランチ大津京による広報、関係機関の協力による広報、SNS、フリーペ

ーパー、BBC、FM 滋賀等の活用 等 
 

３ スケジュール（案） 
  令和５年 ４月    おおつ介護フェスタ実行委員会発足 
       ４月～９月 事業内容の企画立案、検討 
       ９月    実施内容確定 
      １０月～当日 実施準備、広報 
      １１月～   事業の振り返り 
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